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Ⅰ 特別活動研究の方向性                ・ 

１ 主題設定の理由 

 現在，社会を取り巻く環境は大きく変化し，予測困難な時代となっています。そのような中，
近年，いじめの認知件数や不登校児童生徒数が過去最多となっており，その事態は深刻化して
います。こうした状況の中，児童生徒の成長を促して問題行動を未然に防止する積極的な生徒
指導の充実や，多様な背景をもつ児童生徒に寄り添った支援や指導体制を確立し，全ての児童
生徒が安心して通える学校を実現することが，より一層重要となっています。このことに関わ
って，「小学校学習指導要領解説 特別活動編（平成29年）」には，下記のことが示されていま
す。 

特別活動の指導は，〈中略〉，深い児童理解と相互の信頼関係を前提とした生徒指導の充実が不可欠である。ま

た，生徒指導のねらいである自己指導能力や自己実現のための態度や能力の育成は，特別活動の目標と重なる部

分でもある。 

（第２章第２節の４（４）「生徒指導等との関連」，下線は筆者） 

本校では，学級活動はもとより，児童会活動やクラブ活動，各種学校行事，異学年集団の活
動（通称「12人組」）など，特色ある取組を進めてきました。特に，前研究では，学級活動⑴の
前後活動を指導計画に位置付けて主体的に活動を進めたり，その過程において「貢献」と「承
認」による自己・相互評価によって自己有用感を高めたりする成果が得られました。 

本校児童は，学校教育目標である「主体的人間の形成」を目指す一方，以前に比べて，自己
の生活や学級・学校生活といった集団の質的向上に消極的であることも否めません（新研究に関

わる教員アンケートより）。また，学校内外における生活上の諸課題を抱えた児童も一定数いること
から，生徒指導上の問題を未然に防ぐ特別活動の充実は必要不可欠であり，前研究の成果を踏
まえつつ，特に，意図的・計画的に進める学級活動⑵，⑶の充実が重要であると考えました。 

 以上のことから，研究主題を「自己指導能力や自己有用感を育み，自己実現の喜びを味わう
特別活動の展開」と設定しました。本校が目指す充実した特別活動を展開することにより，よ
りよい学級・学校集団を形成し，生徒指導上の諸問題を早期発見や早期解決，未然防止を図る
ことに寄与させていきます。 

自己指導能力 
自らの行動を決断し，実行する能力です。主として，学級活動⑵⑶において，意思決
定と実践の積み重ねを通して育みます。 

自己有用感 
「他者の役に立った」，「他者に喜んでもらえた」といった他者との関わりを通して育
まれる感情です。主として，学級活動⑴において，「社会や他者の役に立った」こと
を自覚する「貢献」と，他者からの肯定的な評価である「承認」を通して育みます。 

自己実現の喜びを味わう 
自己指導能力や自己有用感を高めることを通して，自己の生活の改善を図り，自らの
よさ生かして「なりたい自分」が実現したことに喜びを感じることです。 

 

２ 目指す「新たな価値を創り出す」児童の姿 
特別活動における「子供が創り出す『価値』」を以下のように押さえました。 

①自ら問いをもって，探

究することの価値 

問題の発見や問題意識の共有を通して問題意識を高めたり，自己の課題

に気付いたりする。 

②人と関わり，協働して

探究することの価値 

話合いや体験活動等において他者とかかわり，共に解決方法を考えるこ

とを通して自己の意思決定につなげる。 

③探究する中で得た内容

知や方法知の価値 

意思決定したことを継続して取り組んだり，その取組を通して自己の課

題に対する解決策を身に付けて自己の生活に生かしたりする。 

特別活動 菊池 勇希 
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Ⅱ 研究内容の具体                   ・ 

１ 「探究型の学び」のイメージ 
 自己実現の喜びを味わう特別活動を展開するためには，学校生活の充実と向上を目指し，他
者と協力したり，個人として努力したりしながら自主的，実践的に取り組むことにより，自己
指導能力や自己有用感を育むことが大切です。本校の特別活動では，自己の生活や集団の質的
向上を実感しながら，自己実現に向けてのサイクルを自ら回すことをねらい，「探究型の学び」
のイメージを次のように押さえました。 

 

                    

  

［実践例：５年「後期の目標作り」 

（学級活動⑶）］ 

 

 
○キャリア・パスポートの活用 

 後期の目標を考えるにあたり，前期

の目標を振り返る活動を設定しまし

た。前期の振り返りには，月ごとの振

り返りを参照しました。 
私はこの前期で様々なことをできるように

なったと思う。それは，例えば観察力を高め
たり，あまり話したことがない子に話しかけ
たりすることができるようになった。前期は
このような成長ができたから、後期はまだで
きていないことをできるようになれるように
目標を立てたい。例えば，もっとよく話を聞
くことや，言われたことをちゃんとやるとい
うことをしっかりやりたい。そして，毎月そ
の目標を達成できるようになりたい。 

 

○学級目標の活用 

前期の個人目標は，学級目標に基づ

いて立てたものでした。よりよい学級

にするため，自分の頑張りがどのよう

につながったと考えられるかについて

話し合いました。 
◎発言が増えた。みんなの考えを聞いてい
ると，自分の考えと比べてみたくなっ
た。 

◎係活動では，みんなのために，学級のた
めに，計画的に行動することができた。 

△「もっと〜しておけば（していれば）と
いうことが多かった。 

△不十分だと感じるところはまだまだ多
い。 

 

○キャリア・パスポートの活用 
 学級での話合いを経て，学級のために
一人一人が目指すべき姿や，「なりたい
自分」について考え，後期の個人目標を
決めました。 

 その後は，前期同様，毎月振り返りを
継続しています。 

めあてとその振り返りを蓄積することや，その蓄積をもとに振り返る一連の活動
は，児童会活動やクラブ活動，各種行事の取組でも行うことができます。 
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２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 

 特別活動の特性として，事前から本時，事後までの一連の学習過程があります。特に，学級

活動⑵，⑶では，自己実現に向けて，児童一人一人が取り組むべきことを意思決定し，実践に

つなげていくことに意義があります。そこで，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点か

ら，自分と向き合ったり，他者と関わったりする中で「なりたい自分」を見いだし，実践への

意欲化につなげる手立てについて研究を進めました。 

 

◆特別活動における「個別最適な学び」 

 自己実現に向かうためには，自己の現状を理解したり，解決すべき自己の課題や将来に向

けた自己の生き方に関する課題を見いだしたりする。 

◆特別活動における「協働的な学び」 

 自己実現に向かうための意思決定までの過程において，学級内における共通の問題につい

ての原因や改善の必要性を探ったり，具体的な解決方法などを見付けたりする。 

 

≪自己実現に向かうための事前の活動と事後の活動≫ 

 

≪自己実現に向かうための協働的な学びを支える学習の工夫≫ 

○課題意識を高める活動 

 ・授業までの一定期間，継続して対象（生活習慣など）を記録する。 

 ・アンケートフォームを活用し，現在の自分を見つめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自己実現へ向かう自分の姿を記録する 

 ・授業後の一定期間，継続して対象（生活習慣など）を記録する。 

［実践例：１年「学校で困っていること」 

（学級活動⑶）］ 

 小学校生活に慣れてきた頃，学習や友達などのこと

について困ったことが出始めてきます。 

事前に予告して自分のことを振り返ることにより，

話合いで発表する内容を考えることを促します。教師

は，実態を押さえた上で，授業までの様子を見取り，

発表を支援します。 

○話し合う視点や立場に応じたグループ構成 

 ・原因だと考えられる視点ごとにグループを構成する。 

 ・解決策の視点ごとにグループを構成する。 

 

○話合い活動を支えるICTの活用 

 ・共同作業ができるアプリケーション（ Google 

Jamboardやロイロノート・スクールの共有ノート等）

に記録しながら進める。 

 ・他のグループの記録内容を参考に話合いを進める。 

［実践例：５年「前期の係活動を見直そう」（学級活動⑶）］ 
日頃から係で運用している共有ノート（ロイロノート・スクール）を活用し，役割分担に偏りがないか，

アンケートを基に取り組むべきことはないか，といった，業務の見直しについて考えました。 
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３ 子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 

 特別活動では，集団活動の意義や役割を理解し，多様な他者と関わる上で，様々な活動に自

主的，実践的に関わろうとする態度を養うことが必要です。一連の学習過程を通して，自己の

生き方についての考えを深め，自己実現を図るために，自分自身の活動を振り返る手立てにつ

いて研究を進めました。 

○意思決定に至った過程の振り返り 

・「決める」までの段階における話合い（主として，「さぐる」「見つける」）が，自分の意

思決定とどのように関わっていたのかを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意思決定した実践の振り返り 

 ・実践したことを振り返る際に，「なりたい自分」にどれだけ近付いたのかを振り返る。 

 ・５段階（５・４・３・２・１）で自己評価する。 

 ・具体的な変化や，継続することができたかどうかについて，自己評価する。 

 

○実践の継続化を図るための振り返り 

・短学活（朝の会，帰りの会）等で，その後の取組

について挙手等で簡単に自己評価したり，具体的

な実践例を交流し，相互評価したりする。 

 ・学級通信等で，取組の継続事例について紹介する。 

 

［実践例：５年「春の交通安全」 

（学級活動⑵）］ 

自転車の利用が増えてくる季節

において，登下校や放課後，休日

の交通事故防止について考えまし

た。動画資料の視聴を経て，自分

が実践すべき交通事故防止の具体

的行動目標を考えました。 

［実践例：５年「２学期の生活」（学級活動⑶）］ 

２学期の初日に，２学期の流れを大まかに確認するととも

に，５年生としてのあるべき姿を考えました。 

２学期は学習発表会の行事や児童会集会活動等で学校を支

える立場の役割も多くあったことから，その取組の前後にこ

のときに意思決定したことを振り返りながら，活動に臨みま

した。 

○ゲストティーチャー等の活用 

 課題の解決方法や意思決定の参考となる講話をしてもらう 

・養護教諭や栄養教諭等，指導内容に適した専門性のあ

る人材を活用する。 

 ・上級生との関わりを設定する。 

 ※直接話を聞くことが難しい場合は，事前に動画を撮影するなど，ICTを活用する。 
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Ⅲ 実践事例                      ・ 

 

１ 研究授業のねらい 

本活動は，「学級活動⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の「ア 基

本的な生活習慣の形成」「イ よりよい人間関係の形成」「ウ 心身ともに健康で安全な生活態

度の形成」に関わるものです。 

 児童及び保護者を対象とした事前のア

ンケートから，①学習端末の使い方につ

いての課題や不安，②家庭での端末利用

やSNS利用における課題や不安，の２点

について，児童と保護者の認識に大きな

違いがあることが分かりました。「デジ

タル社会」を生きる子供たちは「デジタ

ル市民」の一人として，デジタル・テクノロジーを適切に活用して生きること求められており，

従来の情報モラル教育から「デジタル・シティズンシップ」の考え方を軸とした指導の必要性

があると押さえました。 

 そこで，「デジタル社会」の一員として責任をもって行動していくために必要なスキルを考え，

実践していくために，本活動を設定しました。事前の取組では，上記のアンケートの他に，１

週間の端末利用状況（利用目的，利用時間，健康状況など）を記録しました。 

本時では，上記のアンケートの提示から児童と保護者間の認識の違いに気付き，諸課題やそ

の解決方法を考え，自分の課題を解決するための目標を設定しました。 

事後の取組では，目標の達成を目指して１週間を過ごし，「デジタル市民」としての責任ある

行動を続けることにより自己指導能力の高まりに気付いたり，その自己指導能力を間もなく訪

れる冬季休業中で発揮できるように計画して実践したりすることにつなげました。 

事前の活動から事後の活動を通して，集団や社会に参画し，様々な問題を主体的に解決しよ

うとする児童の育成を図ることをねらいました。 

 

２ 単元の指導計画 

時 主な活動内容 「新たな価値を創り出す」児童の姿 

事前 ○事前アンケート（児童，保護者） 

○１週間のデジタル端末利用記録 

 （利用目的，利用時間，健康状態，感想） 

 

本時 ＜学級活動＞ 

つかむ・・・・諸課題に気付く 

さぐる・・・・諸課題の背景を考える 

見つける・・・解決方法を考える 

決める・・・・実現可能な目標を意思決定する 

 

事後 ○決めた目標の取組と振り返り（１週間） 

○事後アンケート（児童，保護者） 

○冬休みの生活における目標設定と実践 

（12月） 

 

５年生実践 『デジタル端末利用の約束事〜「デジタル市民」の一人として〜』 

 
実践のテーマ：『デジタル市民』の一人であることを自覚し， 

責任をもってデジタル端末を利用し続けるための個人目標を設定する学習 
 

慣れ親しみ，「Who am I?クイズ大会」に向けた練習に取り組む学習 

【重視した児童及び保護者の実態（アンケート結果の一部）】 

課題や不安に感じていること 児 童 保護者 

学習端末の使い方 

【※１】 

ある 

64％ 

ない 

36％ 

ある 

79％ 

ない 

21％ 

家庭での端末利用やSNS利用 

【※２】 

ある 

20％ 

ない 

80％ 

ある 

90％ 

ない 

10％ 

 

 アンケートの結果から，児童と

保護者の問題意識の違いを認識

し，問題意識を高める。 

実践から，目標への達成状況を

振り返るとともに，新たな課題を

設定する。 

解決方法等を話し合うことを通

して，自分にできそうな解決方法

と目標を意思決定する。 
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３ 本時の学習 

(1) 本時の目標 

 デジタル端末の利用目的や利用時間，健康への影響などに関する諸課題に気付き，解決方法な

どについて話し合い，自分に合ったよりよい解決方法を意思決定する。 

 

 (2) 本時の展開 

活動の流れ ○主な学習活動と活動内容 ◇研究との関わり・留意点 

事前の取組 ○事前アンケート（児童，保護者） 

○１週間のデジタル端末利用記録 

 （利用目的，利用時間，健康状態，感想） 

◇「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を実現する授
業デザイン   研究視点２/   

 

本時の活動 

１ つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

２ さぐる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 見つける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 決める 

 

 

○「『デジタル ？ 』に当てはまるものは何か。」 

 ・デジタル社会 ・デジタル庁 ・デジタル機器 

○事前アンケートの結果を提示する。 

（アンケート結果は前頁【※１】参照） 

・自分たちと保護者では逆の結果だ。 

○「この現状で，『デジタル市民』」として成長し続

けることができるか。」 

 

 

○保護者が感じている課題や不安について，アンケ

ート結果の詳細を予想しながら明らかにする。 

（アンケート結果は前頁【※２】参照） 

○保護者が課題や不安を感じる理由について考え

る。 

○現状のように，児童と保護者のギャップが大きい

ままだと，どのようなことになるだろうか。 

  

 

 

○３つのカテゴリについて，グループを話し合う。          

①利用目的 

 ・何となく使っていることもあるから，「何のた

めに」をはっきりさせて使う。 

②利用時間（時間帯）と健康 

 ・目を休めるために休憩時間が必要だと思う。 

③SNSの使い方 

 ・誰かが見たときに不快にならない言葉を使う

必要がある。 

○話し合った解決策を交流する。 

○本校の担当教諭からの話を聞く。 

①利用目的・・・・・・PC管理部長  菊池先生 

②利用時間と健康・・・養護教諭   道木先生 

③SNSの使い方 ・・・・生徒指導主事  林先生 

○グループで考えたスキルを振り返り，改めて大切

だと感じたことや，付け足すことを話し合う。 

○話し合って考えたスキルを実践できるように，１

週間の個人目標を立てる。 

○決めた目標を発表する。 

・一人一人が「デジタル

市民」であることを押

さえる。 

・この段階では，詳細は

明かさない。 

 

 

 

 
◇「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を実現する授

業デザイン   研究視点２/ 

 

・１週間のデジタル端末

利用記録を見返す。 
◇子供が新たな価値を創り出

すための振り返りの工夫 

  研究視点３/ 
 

 
◇「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を実現する授

業デザイン   研究視点２/ 

・Jamboardのシートに記

録しながら話し合う。 

 

 

 

 

 
◇子供が新たな価値を創り出

すための振り返りの工夫 

  研究視点３/ 

事後の取組 ○決めた目標の取組と振り返り（１週間） 

○事後アンケート（児童，保護者） 

○冬休みの生活における目標設定（12月） 

◇子供が新たな価値を創り出

すための振り返りの工夫 

  研究視点３/ 

責任をもってデジタル端末を利用する「デジタル市民」になるためには？ 

責任をもってデジタル端末を利用する「デジタル市民」として必要なスキルを考えよう。 

デジタル端末の利用目的や利
用時間，健康への影響などに
関する諸課題に気付き，解決
方法などについて話し合い，
自分に合ったよりよい解決方
法を意思決定している。 

【思】（目標シート） 
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４ 授業の実際 

 

(1) 課題意識を高める活動 

今回の活動では，デジタル端末の利用に関わる自己指導能力に向き合い，現状を捉え，諸課

題に気付くことが必要です。そこで，児童と保護者を対象に，事前のアンケートを実施しまし

た。このことは，下記の活動を促進することにつながると考えました。 

個別最適な学び 協働的な学び 

アンケートに記入することと，その結果を見ること

により，日常的なデジタル端末の利用状況を省察する

ことができる。 

 児童と保護者の認識の違いが大きかった２つを提示

することにより，＜さぐる＞＜見つける＞の段階にお

ける話合い活動を促進することができる。 

 ＜つかむ＞の段階では，「学習端末の利用にあたって課題や不安に感じていること」のアンケ

ート結果（１ 研究授業のねらい【※１】を参照）を提示しました。すると，「児童よりも保護

者の方が課題や不安に感じている」という差があることに驚く様子が見られ，学級の実態や現

状を把握することができました。 

 続いて，＜さぐる＞の段階では，「家庭における端末やSNSの利用にあたって課題や不安に感

じていること」のアンケート結果（１ 研究授業のねらい【※２】を参照）を提示しました。

すると，「（課題や不安に感じていることが）児童と保護者でほぼ逆転している」ことに気付く

とともに，「『課題や不安に感じていることがない』に向かっていくためには，何を考えていけ

ばよいのか」と，その原因を探ることにつなげることができました。 

 

(2) 話合い活動を支えるICTの活用 

 ＜見つける＞の段階では，ここまでの段階で明ら

かになった諸課題に向き合い，グループで解決策を

話し合うこととしました，します。各自が考えたこ

とを瞬時に反映したり，比較したり分類したりする

ことが容易であることから，Google Jamboardに記

録することにしました。必要に応じて他のグループ

の解決策を見ることもできるため，話合いに必要な

情報を集めたり，個人目標を設定する活動の際にも

参考にしたりする姿が見られました。 

 

(3) ゲストティーチャー等の活用 

学級活動⑵は，学級活動⑴に比べて，教師が主導

で意図的に進める部分が大きいです。児童が主体と

なって協働しながら解決策を考える段階もあります

が，健康や安全に関わる部分は，明示することも必

要です。そこで，校内でそれぞれの役割を担う教師

からの話を聞く場面を設定しました。解決策の視点

に合わせて，端末の利活用に関することを統括する

ICT担当教諭，生徒指導を統括する生徒指導担当教

諭，健康に関することを統括する養護教諭の３名か

らの話を設定しました。その話から，解決策を考え

る上で不十分な点はないか，重要な部分を押さえているかどうかなどを見直し，よりよい解決

策を考える話合いを促しました。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 

【話合いに使用した実際のGoogle Jamboard】 

【生徒指導主事による話を聞く児童】 
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今回の活動では，本時と事後の取組で，自

分の行動について振り返る場面を設定しまし

た。 

 本時では，保護者アンケートの詳細を＜さ

ぐる＞段階において，事前の取組で記録して

いたデジタル端末の利用状況について振り返

りました。このことにより，話合い活動の中

で，「意外と（端末の）使用時間が多かっ

た。」など，意思決定に至る過程を振り返るこ

とで，解決策を考え，意思決定につなげるこ

とができました。 

 

Ⅳ １年次研究の成果と課題               ・ 

１ 研究の成果 
 ○事前のアンケート調査により，＜つかむ＞の段階において児童が課題意識を高めたり，

＜さぐる＞の段階において課題となっていることの原因を探ったりすることにつながり

ました。 

 ○共同作業ができるアプリケーションを使用したり，ゲストティーチャーによる話を聞く

場面を設定したりすることは，課題に対するよりよい解決策を協働的に考えることにつ

ながりました。 

 ○意思決定に至るまでの過程を振り返ることで，これまでの自分の姿を省察するとともに，

自己実現へ向けての解決策を考えたり意思決定したりすることにつながりました。 

 

２ 今後の課題 

 ○＜つかむ＞段階における課題意識を高める活動において，学校行事や集会活動等の振り

返りを生かすなど，学級活動⑵，⑶とのつながりをもたせる研究を更に進める必要があ

ります。 

 ○意思決定を経て立てた個人目標を振り返ったり，事後の活動を継続しながら必要に応じ

て修正したりする場合において，そのタイミングについて更に研究を進める必要があり

ます。 
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